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1 第 1回定例会 I

本
部
、

2
署、

1
出
如
所
体
制
を
維
持

し
、
平
成
2
2
年
度
・

23
年
度
の

2
カ
年

の
財
政
計
画
に
圃
り
建
設
計
画
を
立
て

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
新
年
度
予
算

に
用
地
造
成
関
係
経
費
を
計
|
し
て
い

ま
す
。■防
災
拠
点
整
価

サ
ン
ゴ
台
の
総
合
運
動
公
園
に
つ
い

て
は
、
憐
接
地
に
建
設

f
定
で
あ
る
串

本
病
院
の
災
害
支
援
病
院
と
し
て
の
機

能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
防
災
ヘ
リ

ポ
ー
ト
整
備
を
行
い
、
周
辺
施
設
の
有

効
利
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

上
野
山
防
災
広
場
に
つ
い
て
も
、
現

在
計
画
し
て
い
る
肋
災
倉
ル
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
等
の
整
備
を
計
画
的
に
実
施
し
、

災
害
時
の
幹
線
道
路
遮
断
時
で
も
サ
ン

ゴ
合
総
合
運
動
公
園
と
連
動
し
て
救

護
・
救
急
活
勁
が
で
き
る
よ
う
に
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

■家
具
転
倒
防
止
器
具
取
り
付
け

75
歳
以
卜
の
独
居
老
人
等
を
対
象
と

し
た
、
家
具
転
倒
防
止
器
貝
取
り
付
け

＊
業
に
つ
い
て
は
、
串
本
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
契
約
し
、
本
年
2
月

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
申
込
者
数
は
102
名
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
利

平成
■新
病
院
建
設

地
域
区
療
再
↑
臨
時
特
例
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
去
る
1
月
2
9
H
付
け
で
厚

牛
労
働
省
か
ら
和
歌
山
県
に
対
し
50
位

円

(25
億
円

x
2
地
域
）
の
父
付
決
定

が
あ
り
、

2
月
4
日
付
け
で
県
広
務
課

か
ら
和
歌
山
県
地
域
阪
療
再
生
計
画
に

つ
い
て
送
付
が
あ
り
ま
し
た
。

同
計
画
に
は
、
「
串
本
病
院
・
占
座

川
病
院
の
再
編
・
統
合
」
計
皿
が
盛
り

込
ま
れ
、
当
町
へ
は
地
域
医
療
再
生
基

金
負
担
分
と
し
て

10
憶
日
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
の
財
政
負
和
が
大

輻
に
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
変

喜
ば
し
く
思
う
と
と
も
に
、

L
坂
吉
仲

和
歌
山
県
知
事
は
じ
め
県
関
係
者
の
地

域
区
療
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
＇
又
援
に

対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す。
新
病
院
建
設
工
事
の
発
汁
方
式
で
す

が
、
他
の
公
立
病
院
の
事
例
で
は
一
括

【
安
心
の
あ
る
町
づ
く
り
】

mい
た
だ
け
る
よ
う
、
制
度
兄
直
し
も

検
討
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

平成22年串本町請会第 1回定例会は、 3月9日に招集され、会期を 3月29日までの21日間として開会され

ました。会譲の冒頭、田鵡町長は町政運営に関する所信を述べ、主要施策の概要について説明を行いました。

今月号ではその要旨についてご紹介いたします。

【
町
長
所
信
表
明
】

■行
政
運
営

現
在
当
町
は
、
少

f
．
贔
齢
化
が
進

行
し
、
人
11
減
・
税
収
減
と
い
う
厳
し

い
丈
態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
行
政
を

預
か
る
者
と
し
て
、
阪
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
町
民
の
皆
様
が
本
当
に
必
要
と

し
て
い
る
施
箪
を
厳
選
し
て
実
施
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。ま
た
、
行
政
の
推
進
役
で
あ
る
職
員

の
公
務
能
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
地
方

分
権
の
流
れ
の
中
で
は
、

H
十
急
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
も
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
研
修
ヘ

の
参
加
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■職
員
の
接
遇

刷
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
る
こ
と
な
く
し
て
、
行
政
を
円
滑
に

推
進
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
と
町
民
の
皆

様
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
か
最
も

発
注
率
が

8
9
%、
J
>
発
注
率
が

7
7
%

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
町
に
お
い
て
も

建
築
本
休
、
機
械
設
備
、
電
気
設
備
に

つ
い
て
は
一
括
発
汁
と
し
、
特
定
建
設

t
＊
共
詞
介
業
体

(
2
社
）
に
よ
る
条

件
付
一
般
諒
争
人
礼
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
人
札
条
件
に
は
地
元
業
者
の
屈
用

を
優
先
す
る
こ
と
と
、
物
品
等
に
つ
い

て
は
町
内
調
達
に
努
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

入
札
に
つ
い
て
は
、
去
る
2
月
2
3
H

に
わ
っ
た
結
果
、

5
共
圃
企
業
休
の
人

札
参
加
が
あ
り
、
人
林
糾
・
南
海
辰
村

建
設
特
定
建
設

t
市
共
同
企
業
体
が
19

億
6
,
3
5
0
万
円
（
税
込
み
）
で
落

礼
候
補
者
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
人
札
条
件
に
か
か
る
提
出

書
類
の
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
適
圧
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
上
事
拍

貨
契
約
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
な

お
、
落
札
率
は
6
5
.
8
8
％
で
し
た
。

平
成
23
年
秋
の
間
院
に
向
け
て
鋭
滋

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■f
ど
も
手
当

子
ど
も
千
当
に
つ
い
て
は
、
「
チ
ル

ド
レ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
子
ど
も
が
第

一
と
の
力
針
に
よ
り
、

f
育
て
で
最
も

人
き
な
課
題
は
経
済
的
負
担
と
言
わ
れ

【
災
害
に
強
い
町
つ
く
り
】

重
変
で
あ
る
と
考
え
、
叶
年
7
月
よ
り

職
場
に
お
け
る
マ
ナ
ー
向
上
へ
の
取
組

み
を
行
い
、
職
員
の
接
遇
態
度
の
向
上

に
収
り
糾
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、

4
月
か
ら
は
、
私
が
核
遇
の

う
え
で
最
も
平
安
視
し
て
い
る
、
挨
拶

に
つ
い
て
、
本
庁
舎
と
第
2
月
舎
の
役

場
敷
地
、
ロ
ビ
ー
等
に
「
あ
い
さ
つ
通

り
」
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
職
員
に
対

し
、
挨
拶
の
徹
底
を
周
知
し
ま
す
。

今
後
も
職
員
の
公
務
能
力
の
向
卜
と

と
も
に
、
按
遇
態
度
の
向
上
に
向
け
た

取
糾
み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

災
害
や
事
故
が
複
雑
か
つ
多
様
化
し

て
い
る
社
会
情
勢
の
中
、
町
民
の
皆
様

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
は
泊
防
防
災

セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
不
可
欠
で
す
。

消
防
署
の
休
制
は
、
当
分
の
閥
は
1

て
い
ま
す
が
、
そ
の
負
担
軽
減
を
図
る

こ
と
以
上
に
、
「
次
代
の
社
会
を
担
う

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
育
ち
を
社
会
仝

体
で
応
援
す
る
」
、
「
次
代
の
社
会
を
担

う
子
ど
も
の
成
長
及
び
発
達
に
責
す

る
」
こ
と
を

H
的
に
、
子
ど
も
の
益
育

に
必
要
な
基
礎
的
費
用
を
補
償
す
る
た

め
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

現
行
の
児
・
2

甲
手
当
制
度
を
改
め
て
、

中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

平
成
2
2
年
度
は
、
一
人
当
た
り
月
額
1

万
3
千
円
を
6
月、

10
月、

2
月
の
年

3
回
＇
又
給
す
る
も
の
で
す
。

【
人
を
育
て
る
町
つ
く
り
】

■教
育
行
政

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
に
生
き
る
＋
ど
も
た
ち
に
は
、

豊
か
な
心
、
確
か
な
学
力
、
健
や
か
な

身
体
を
確
実
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と

考
え
ま
す
。

言
葉
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
白
分
で

考
え
、
自
分
で
判
断
し
、
白
分
の
言
架

で
表
現
で
き
る
子
ど
も
の
成
長
を
願
い
、

学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。ま
た
、
平
成
2
1
年
度
で
町
内
す
べ
て

③広報くしもと 2010.4 広報くしもと 201o. 4 
＇ 
、’
＼
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-

9
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1 第 1回定例会 I

|日］長施政方針 1 

1 第 1回定例会 I

■最
終
処
分
場

最
終
処
分
場
と
し
て
閉
鎖
期
限
も

迫
っ
て
い
る
田
並
処
理
場
に
つ
い
て
は
、

地
元
管
理
協
議
会
と
整
備
計
画
及
び
今

後
の
対
応
を
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
26
年
度
末
迄
に
焼
却
施
設
の
解

休
T
中
、
そ
し
て
閉
鎖
を

n指
し
鋭
意

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

現
介
丈
施
し
て
お
り
ま
す
水
処
理
管
理

施
設
の
運
営
、
資
源
ご
み
の
中
問
処
理

【
自
然
と
共
生
す
る
町
づ
く
り
】

の
学
校
に
整
価
し
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
黒
板
等
、

I
C

T
機
器
を
活
用
し
た
児
箪
生
徒
の
学
習

意
欲
を
高
め
る
た
め
の
授
栄
改
善
、
小

学
校
の
外
円
語
活
動
の
充
実
等
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

■禎
か
り
保
育

幼
稚
園
（
串
本
・
潮
岬
・
出
雲
各
幼

稚
園
）
で
は
平
成
22
年
度
か
ら
、
子
育

て
＇
又
援
の
一
環
と
し
て
「
預
か
り
保
育
」

を
実
施
し
ま
す
。

保
育
時
間
は
、
午
前
7
時
5
0
分
か
ら

午
後
5
時
30
分
ま
で
の
時
間
帯
と
し
、

春
休
み
、
夏
休
み
、
冬
休
み
の
期
間
に

つ
い
て
も
頂
か
り
保
育
を
予
定
し
て
い

ま
す
。保
護
者
が
迎
え
に
来
る
ま
で
、
家
庭

的
な
雰
囲
気
の
中
で
友
達
と
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
提
仇
し
、

子
育
て
＇
又
援
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
■8
卜
友
好

1
2
0
周
年
等
事
業

日
本
ト
ル
コ
友
好
1
2
0
周
年
等
諸

＊
業
に
つ
い
て
は
、

6
月
3
n
1
5
日

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

実
施
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

6

月
3
n
に
は
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
殉
難

将
士
洋
上
・
胚
卜
の
追
怖
式
典
、
在
京

こ
れ
を
受
け
て
、
企
業
に
よ
る
ク
ロ

マ
グ
ロ
養
殖
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
漁
家
所
得
の
向
上
や
派
業
協
同
組

合
の
経
営
改
善
な
ど
水
産
業
の
活
竹
化

を
始
め
、
雇
用
の
創
出
や
他
産
栄
へ
の

波
及
効
果
等
、
串
本
町
の
活
竹
化
に
も

富
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。反
面
、
環
境
へ
の
負
荷
の
程
度
が
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
状
の
把
押

と
継
続
的
な
調
杏
や
監
視
等
に
つ
い
て
、

近
畿
大
学
や
和
歌
山
県
水
産
試
験
場
の

指
存
・
協
力
を
得
な
が
ら
、
長
期
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ト
ル
コ
共
和
国
大
使
館
よ
り
寄
贈
さ
れ

た
阿
共
和
国
初
代
大
統
領
ア
タ
チ
ュ
ル

ク
騎
馬
像
の
除
幕
式
典
、
樫
野
埼
灯
台

前
広
場
で
の
各
種
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
、

ま
た
詞
伎
に
は
洵
上
自
衛
隊
音
楽
隊
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
両
国
友
好
l
2
0

周
年
祝
質
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

6
月
4
H
i
5
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
元
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
ト
ル
コ
民

族
衣
装
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
ト

ル
コ
民
族
舞
踊
、
ま
た
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル

ル
号
の
遭
難
か
ら
テ
ヘ
ラ
ン
空
港
か
ら

の
ト
ル
コ
航
空
に
よ
る
邦
人
救
出
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
、
写
真
辰
、
ト

ル
コ
映
両
の
上
映
会
等
を
計
圃
、
謂
整

や
再
分
別
等
も
閉
鎖
後
引
き
続
き
継
続

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
業
務
を
継
紬
さ
せ
る
た

め
、
新
た
な
中
間
処
理
施
設
の
建
設
が

必
要
小
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
き
ま
す
。

埋
立
ご
み
の
処
分
先
と
し
て
は
、
紀

南
環
桜
整
備
公
社
に
よ
り
進
め
ら
れ
て

い
る
広
域
最
終
処
分
場
へ
の
搬
人
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■士
木
行
政

道
路
整
備
及
び
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

各
地
区
か
ら
多
数
の
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

全
て
の
変
望
箇
所
の
現
地
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
路
盤
の
沈
下
に
よ
る
段

差
が
↑
じ
て
い
る
箇
所
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
歩
行
者
や
二
輪
巾
の
安

全
確
保
の
た
め
、
段
差
の
解
消
に
甲
点

を
附
き
道
路
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
快
適
な
生
活
環

塙
が
確
保
で
き
る
よ
う
生
活
排
水
等
環

境
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
協
慟
の
町
つ
く
り
】

■行
財
政
改
中

合
併
以
院
、
新
町
建
設
計
圃
、
定
員

適
花
化
計
画
に
基
づ
き
、
職
員
数
の
削 トルコ軍艦エルトゥールル号

を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
映
画
「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
」

製
作
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
田
中
光
敏
監
督
、
脚
本
家

小
松
江
里
子
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
、
関

係
者
の
ご
出
席
も
い
た
だ
き
な
が
ら
開

催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
働
く
喜
び
の
あ
る
町
づ
く
り
】

■涸
工
観
光
振
興

緊
急
―
雇
用
対
策
事
業
と
し
て
、
県
の

緊
急
屈
用
創
出
事
業
、
ふ
る
さ
と
一
屈
用

再
生
事
業
を
活
用
し
、
四
辰
林
、
教
育
、

防
災
、
福
祉
、
環
境
等
の
分
野
で
各
種

事
業
を
展
開
し
、
継
続
•
新
規
を
合
わ

せ
て
56
名
の
扉
用
を
確
保
し
て
い
き
ま

す。
ま
た
、
観
光
賑
興
に
つ
い
て
は
、
近

年
の
娯
気
悪
化
の
影
轡
に
よ
り
、
全
国

的
に
観
光
客
の
入
り
込
み
が
激
減
し
て

い
ま
す
。
本
IQJ
に
お
い
て
も
平
成
21
年

の
宿
泊
客
数
が
対
前
年
比

4
％
減
と

な
っ
て
お
り
、
観
光
名
所
・
史
跡
巡
り

と
い
っ
た
従
来
の
団
体
旅
行
、
い
わ
ゆ

る
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
ら
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う

な
体
験
を
重
視
し
た
着
地
型
観
光
の

減
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
一
方

で
、
長
引
く
経
済
低
迷
に
伴
う
社
会
環

境
の
変
化
や
、
地
哀
対
箪
、
環
境
問
姐

な
ど
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
拡
人
・
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、
こ

れ
ら
に
効
果
的
に
対
応
で
き
る
体
制
整

価
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
に
、
行
財
政
運
営
の
刷

新
、
組
織
の
活
性
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
外
部

機
閃
に
よ
る
行
政
診
断
を
実
施
し
ま
し

こ。t
 この
結
呆
を
踏
ま
え
、
事
務
事
業
の

見
直
し
に
よ
る
行
財
政
運
営
の
幼
率
化

や
、
人
規
模
な
組
織
機
梢
の
見
＇
皿
し
の

検
討
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
年
度
に
お
い
て
は
、
退
職
に
よ
る

職
貝
減
に
対
応
す
る
た
め
、
農
林
水
光

課
と
商
上
観
光
課
の

2
課
を
産
業
振
興

課
の
1
課
に
統
合
す
る
条
例
案
を
本
議

会
へ
上
程
し
て
い
ま
す
。

■町
税
等
の
徴
収
平
向
|

厳
し
い
経
済
情
勢
の
も
と
、
自
主
財

源
の
根
幹
を
な
す
PIJ税
収
人
の
確
実
な

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
個

人
仕
民
税
に
お
け
る
特
別
徴
収
の
啓
発

及
び
、
コ
ン
ビ
ニ
納
税
の
普
及
推
迎
並

び
に
、
和
歌
山
地

h
税
回
収
機
構
と
の

ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
き
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
恵
ま
れ
た
自
然
を
活
用
し
た

体
験
堕
観
光
の
売
り
出
し
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。

■股
林
水
荘
業
振
興

低
迷
す
る
地
場
庄
業
の
振
飩
は
PIJ
の

経
済
を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
あ
り
、

従
来
の
施
策
と
合
わ
せ
て
、
新
た
な
事

業
へ
の
収
組
み
も
屯
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

農
業
で
は
遊
休
農
地
活
用
支
援
＃
栄

の
推
進
を
図
る
と
共
に
斯
加
す
る
鳥
獣

害
対
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
で
は
新
規
就
股
者

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
下
限
面
積
の
引

き
下
げ
を
行
い
ま
し
た
。

林
業
で
は
地
元
材
の
需
要
拡
人
と
木

材
関
連
紅
業
の
振
興
を
目
指
し
て
ぶ
中

本
町
乾
燥
紀
州
材
需
哭
拡
人
＊
業
」
を

創
設
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
姐
江
地
先
で
計
画
さ
れ
て
い

る
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
企
菜
誘
致
に
つ
い

て
は
、
平
成
18
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
で
す
が
、
閃
係
機
関
の
努
力
や

油
業
者
の
理
解
に
よ
り
閃
係
者
の
阿
意

が
得
ら
れ
、
本
年
2
月
2
2
日
付
け
で
和

歌
山
東
漁
業
協
詞
組
合
に
区
画
訛
業
権

の
免
許
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
連
批
強
化
を
図
り
な
が
ら
、

収
納
実
績
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。■地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
支
揉

平
成
23
年
7
月
21
日
ま
で
に
実
施
さ

れ
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
完

全
移
行
を
踏
ま
え
、
低
所
得
者
世
帝
が

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
受
信
す

る
た
め
に
必
変
な
受
信
機
の
睛
人
を

行
っ
た
場
合
、
山
本
町
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
受
侶
機
購
入
助
成
金
交
付
哭
綱
に

基
づ
き
助
成
金
を
交
付
す
る
も
の
で
、

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
施
/0
し
ま
す
。

■同
勢
調
介

平
成
22
年
度
は
、

5
年
に
．
度
の
国

勢
調
査
の
年
で
あ
り
、
1
0
月
1
日
を
基

料

H
と
し
、
令
国
民
を
対
象
に
仝
同
一

斉
調
査
を
行
い
ま
す
。

串
本
町
の
息
礎
責
料
と
な
る
、
こ
の

調
在
に
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
調
木
且
で
は
調
企
且
等

を
介
さ
ず
に
調
査
票
を
直
桜
市
町
村
へ

提
出
す
る
方
法
が
消
入
さ
れ
る
な
ど
、

調
査
方
法
に
大
幅
な
変
更
が
加
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
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I 平成22年度一般会計当初予算

町民一人当たりに

換算すると ...

町民1人当たりの町税

7万8,816円
町民1人当たりに使うお金

49万1,900円
町民1人当たりの借金残高(22年度末見込）

62万4,673円

※上記金狛は、キ成22年3月1日現在の人n(l9.197
人）を用いて、 一般会計ベースから試算したものです。

投資及び出資金、貸付金
3億1,790万円 (3.4%)

繰出金 9億2,233万円
(9 7%) 

維持補修費

6,634万円
扶助費 8億8,744万円 (0 7%) 
(94%) 

【特別会計】

特別会計とは、 一般の歳人歳出と区分して経理される、特定の事業のために設けられた会計です。

平成22年度の各特別会計予算の合計は87低1,030万円となりました。

また、 一般会計予算と各特別会計予算を合計すると181他5,330万円となりま した。

会計名 予算額 概 要

老人保健事業特別会計 31万円
高齢者のための医療費給付事業の会計
(19年度末で制度終了）

後期高齢者医療特別会計 5億470万円 高齢者のための医療喪給付事業の会計

国民健康保険事業特別会計 271意9,009万円 国民健康保険事業の会計

介護保険事業特別会計 19億5,656万円 介護保険事業の会計

病院事業会計 25億1,507万円
串本病院会計と古座川病院会計の合計
（新病院建設事業含む）

水道事業特別会計 5億5,486万円 水道事業の会計

簡易水道事業特別会計 4,250万円 田原簡易水道と古座ヴィラ水道事業に係る会計

国民宿舎事業会 計 2,071万円 国民宿舎「あらふね」の会計

下水道事業特別会計 4,783万円 サンコ台地区の下水道事業の会計

涌所介護事業特別会計 8,695万円 古座福祉センターで行っているデイサービス事業の会計

そ の 他 1億9,072万円
住宅資金貸付事業特別会計、 財産区会計 （串本潮岬・
出雲 ・田前・和深・古座・西向•田原）の合計

合 計 87億l.030万円

防災・医療分野へ重点配分
当初予算額は94億4,300万円

先の第 1回定例会において串本町の平成22年度一般会計当初予算が決まりました。今回の当初予算額は94億

4.300万円で、骨格予算編成だった平成21年度の当初予算と比較して8億7.000万円(JO.I%）の増となりました。

今月号では、当初予算の概要についてご紹介いたします。（金額は項目ごとに1万円未渦を四捨五入しています。）

土木費
2億5,805万円 (2.7%)

消防費
7億1,632万円

その他 1億319万円 (l.l %) 
※議会喪 9,818万円
※予備費 500万円ほか

農林水産業費 2億5,970万円 (2.7%)

商工費 1億9,730万F'l(2.l %) ［歳出】

用語解説

自主財源
依存財源

町が自主的に徴収できる財源のこと
国や県から交付されたり借金によって
まかなったりする財源のこと

民生雀

衛生費

用語解説

総務費・・・全般的な管理事務、徴税、選挙、財務乎務など
に使われる経費
福祉サーピス、医療薮、保育所の蓬営など町民
の生活と社会生活の保障に使われる経共
予防接種や健康診断などの保健関係、こみ処理
などの衛生関係に使われる経費

展林水産業費・・農業、漁業、林業の振興に使われる経黄
商工貨・・商業や工業の振興、観光事業等に使われる経貸
土木裳・・・道路や公薗などの整備に使われる経費
消防費 消防・救急 ・防災のために使われる経費
教育費・・ l」1・中学校の遅宮や体育施設の管理、生涯学習
などの教育関係に使われる経費
町の1酎務（借金）の返済に使われる経禎公信紺

町伍 l6億6,350万円 (17.6%)

嗅支出金
6億3,819万円
(6.8%) 

国庫支出金
4億4,682万円
(4.7 %） 

【歳入】

その他 2億4,300万円
(2 6%) 

担金及び負担金
6,846万円
） 

財産収入繰入舎諸収入など
5億6,709万円 (5.9%)

-
2
2年
度
予
算
の
特
徴
一

-

22年
度
の
当
初
予
算
は
前
年
度
比
較

―

二
C
8傑
7
,
0
0
0
万
円
の
増
と
な
リ

一

二
不
し
た
。
こ
れ
は
21年
度
当
初
予
饂
が

一

-
4
月
に
町
長
選
挙
を
控
え
、
投
肖
的
経

一

二
費
や
新
規
事
業
を
計
上
し
な
い

「骨
格

一

ご
エ
篤
」
編
成
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

一

一
の
で
‘
肉
付
け
補
正
を
行
っ
た

6
月
補

一

言
止
後
の
予
算
と
の
比
較
で
は
3
億

15
万

一

国
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一

一

歳
入
で
は
景
気
の
低
迷
に
よ
り
町

一

ニ
税

・
地
方
譲
与
税
等
は
減
額
と
な
る
見

一

ご
込
み
で
す
が
、
普
適
交
付
税
は
新
し
く

一

二
則
設
さ
れ
る

「
地
域
活
性
化
・
雇
用
等

一

二
臨
時
特
例
費
」
等
に
よ
り
増
加
す
る
見

一

了
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
歳
出
で
は
職
負

一

応

出

張
旅
吾
の
カ
ッ
ト
や
各
種
団
体
補

一

五
金
の
削
減
な
ど、

町
民
の
皆
さ
ん
の
一

五
カ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
歳
出
削
減
に
一

二
労
め
た
結
果
、
合
併
後
初
め
て
財
政
調
一

二
整
基
金
を
取
り
崩
さ
す
に
予
算
を
編
成
一

二
9
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一

当
町
は
今
後
も
新
病
院
建
設
や
消
防

一

一
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
多
く
の
事
業

一

ご
訂
画
を
抱
え
て
お
リ
、
こ
れ
ら
に
係
る

一

言

語

（借
金
）
の
返
済
苦
用
が
増
加
す

一

i

る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
よ
リ
一
暦
の

一

i

財
政
健
全
化
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
i

二
侠
ソ
ま
せ
ん
。
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町債（借入金）と碁金（積立金）について

■消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

1
億

2
,
3
1
5
万
円

現
在
の
消
防
署
は
串
本
署
・
ー
晶
叩
者

と
も
、
津
波
被
害
が
想
定
さ
れ
る
場
所

に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
老
朽
化
も
辿
ん

で
い
る
た
め
、
津
設
災
害
を
受
け
な
い

場
所
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
を
建
築
し

ま
す
c
■高
規
格
救
急
車
整
備
事
業

3

0

5

1
万
6
千
円

ど
朽
化
し
た
串
本
消
防
叶
者
の
高
規
格

救
急
自
動
車
を
更
新
し
ま
す
。

■串
本
町
最
終
処
分
場
整
備
事
業

5
,
8
8
0
万
円

串
本
町
最
終
処
分
場
（
田
並
）
内
に

お
い
て
、
排
水
の
た
め
の

U
宇
溝
設
置

や
、
盛
土
崩
壊
防
止
の
た
め
払
面
整
形

な
ど
、
場
内
の
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

■漁
業
経
営
構
造
改
善
事
業

1
,
0
0
0
万
円

和
歌
山
児
束
漁
業
協
M
紐
合
下

m原

支
所
の
イ
セ
エ
ビ
漁
の
漁
場
批
人
を
図

る
た
め
、
増
喪
殖
場
造
成
改
良
（
築
い

そ
•
投
石
）
工
事
を
行
う
し

0町1責の状況…町が行う様々な事業（病院や漁港の建設など）のためにに期に借り人れるのが町
伯で土平成22年度は一般会計で19億2,000万円、病院事業会計で7億4,850万円、

ト水道串業会計で800万円を祈たに借り入れる予定ですc

■幼稚園預かり保育事業
886万9千円

保護者の仕事と育児の両立を支

投する観点から、IHJ内の幼稚園3

園（出本・潮岬・出雲）において、

地域の実情に応じて預かり保育

（保育開間7時50分117時30

分）を実施します。

■ラムサール条約翌録湿地
保護活動事業

250万円

串本治岸海域の伯報発信、シュ

ノーケリングや観察会等のエコ

ツーリズム、サンゴの保護活動な

ど、ラムサール条約登録53周年を

迎えるにあたり、実施する各柿串

業の連営を委託するc

■地上デジタル放送移行
支援助成金

482万9千円

丁成23年7月24Hまでに実施さ

れる地上デジタルテレビ放送の完

全移行を踏まえ、低所得者が地上

デジタルテレビ放送を受信するた

めに必娑な受信樅器を購入した場

合、その費用の一部を助成する。

平成El年度末残忘 平成22年度借入額 平成22年度愕速額 平成22年度末残忘
般

ノ
計 110億9,414万F] 19億2,000万円 lO億2,230万円 119億9,184万円ユ

（特別会計）

病院事業会計 6億6,435万F] 7億4,850万円 5,237万円 13億6,048万p:J
水直事業特別会言 23億4,482万F 5,992万円 22憶8,490万円
間易水道事業特別会酎 4億2,479万円 1,423万円 4億1,056万円
国民宿舎事業会計 1億2,515万円 l.701万円 1億814万円
下水道事業特別会酎 1億3,285万円 800万円 704万円 1億3,381万円
洒所介護事業特別会酎 1億931万円 749万円 1億182万円
住宅資金貸付事業特別会計 1億l.908万円 2,358万円 9,550万円
l」¥ 計 39億2,035万円 7億5,650万円 1億8,164万円 44億9,521万円

合 計 150億1,449万F 26億7,650万円 12億394万円 164憶8,705万p:J

※いずれも見込み値。

0基金の状況•••町が行っている積立（貯命）を枯合と言いますc 平成22年度は、財政調弊枯命を

取り崩さずに当初予算を編成しています。

--ごみ失糞について
先月、町内で家庭こみ収集時に車両火災が発牛しました。原因はスフレー缶

に残っていたガス漏れによる発火と思われます。大きな火災になると爆発や炎

上で作業者や通行人、周辺の住宅などに被害がおよぶ可能性があります。たば

この吸殻やライターなど火の気には十分注意してください。また引火性のもの

は絶対に出さないでください。カセットボンベやスフレー缶などを出すときは、

中身を完全に使い切り、必す穴をあけて出してください。

（作業は火の気がなく、屋外の風通しのよいところで

行ってください。）家庭用ガスコンロを廃棄するときは

必す乾電池を取りはすしてください。

晒ッい成ン疇スブレー聾麟如あけ噂してく蝉t¥

平成21年度末現在高 平成22年度積立額 平成22年度取崩額 平成22年度未現在高
（一般会計）

財政調整基金 8億5,913万F] 847万円 8憶6,760万p:J
減 債 基 金 735万F 3万円 738万円
上野山l也区汚水処珪事業基金 2,779万F 41万円 2,820万円
合併市町村振興基金 6億204万円 32万円 6億236万円
温泉開発事業基金 570万円 245万円 815万円
ふるさとの豊かな水資源保全彗金 854万円 200万円 l.054万円
聴員退職手当準備基金 3,623万円 2万円 3,625万円
地域振興茎金 5,282万円 7万円 2,520万円 2,769万円
社会福祉施設整備基金 2,369万円 1万円 2,370万円
福 祉 基 金 2億4,195万戸 13万円 2億4,208万円
中山間ふるさと水と土保全基金 2,135万F] 1万円 2,136万円
道路整備基金 1,787万F] 410万円 2,197万円
公営住宅建設基金 1,386万F] 2万円 l,388万円
国際父流基金 200万F 200万円 〔）

給食センター建設準備基金 2,004万戸 1万円 2,005万円
ふるさとのまちづくり応援基金 172万戸 122万円 50万円
I」¥ 計 19億4,208万円 l,805万円 2,842万円 19億3,171万円

（特別会計）

国民健康保険茎金 6万円 6万円
国民健展保険出産費資金貸付基金 121万円 121万円
介護給付費準備基金 9,731万戸 8万円 3,079万円 6,660万円
介護従事者処遇改善臨時特別基金 920万戸 1万円 470万円 451万円
I」¥ 計 1億778万円 9万円 3,549万円 7,238万円

合 計 20億4,986万円 l,814万円 6,391万円 20億409万円

※いずれも見込み値

⑨広報くしもと 2010.4 広報くしもと 2010.4
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～ベ
串本町役場町長室で協定書への調印が行われました。

講演を行った、 JAXA上野精一さん（上）

会場となった文化センターホールでは、

ヽ
宇宙食等の展示が行われました。（左）

火
災
へ
の
備
え
を
万
全
に

独
居
老
人
防
火
診
断

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間
期
間
中
の

3
月

l
n、
脳
野

川
地
似
・
出
実
地
区
の
独
居
老
人
批
帯
を
対
象
に
し
た
防
火
診

断
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
H
は
、
串
本
町
消
防
本
部

f
防
係
の
消
防
署
員
2
名
が
独

居
老
人
世
骨
5
軒
を
訪
問
。
泊
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
硲
の

打
無
の
確
認
を
始
め
、
台
所
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
周
り
の
火
の
一

•
J
L
や
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
、
仏
埴
の
ろ
う
そ
く
立
て
等
を
点

検
し
て
火
の
元
の
注
意
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
啓
発
物
資

を
配
布
す
る
な
ど
、
肋
火
の
価
え
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
し
た
。

災
害
時
の
応
急
物
資
供
給
支
援
を

社
和
歌
山
県
エ
ル
ピ
—
ガ
ス
協
会
南
部
支
部

3
H
8
H
、
串
本
刷
役
場
本
庁
舎
町
長
宇
に
お
い
て
、
社
団
法

人
和
歌
山
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
南
紀
支
部
と
、
「
災
害
時
に

お
け
る
応
急
生
活
物
資
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
に
つ
い
て
調
印

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
串
本
町
に
地
衷
・
風
水
宮
等
の
災
害
が
発
生
し

た
際
に
、
串
本
町
よ
り
協
力
要
詰
が
あ
っ
た
場
合
、
和
歌
山
県
エ

ル
ビ
ー
ガ
ス
協
会
で
は
、

L
P
ガ
ス
や
供
給
設
備
機
器
を
応
急
牛

活
物
資
と
し
て
供
給
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
こ
の

nに
、
同
協
会
よ
り
ガ
ス
コ
ン
ロ
台
社
5
台
が
串
本

町
へ
富
贈
さ
れ
ま
し
た
。
窃
贈
さ
れ
た
コ
ン
ロ
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー

の
調
理
実
習
宰
で
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

台所のガスの栓を住民と確認する消防署員

8区で区間賞を獲得した脊古さん

2
月

19n、
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
「
宇
宙
と
宇
宙
開
発
」
と
題
し
、

J

A
X
A
（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
有
人

T
宙
環
境
利
用
ミ
ッ
シ
ョ
ン
部
事
業
推
進

部
長
の
上
野
柘
．
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

上
野
さ
ん
は
、
現
在
{
J
宙
飛
行
士
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
若
田
光
一
さ
ん
や
野
口
聡
．

さ
ん
の
上
司
に
当
た
る
方
で
す
。

講
演
で
は
、
ま
ず
宇
宙
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
宇
宙
は
空
気
が
無
い
真
空
で
、
玉

力
も
無
く
、
太
陽
の
光
が
当
た
る
と
こ
ろ
は

ー
2
0
度
、
光
が
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ
は
マ

イ
ナ
ス

1
5
0
度
と
温
度
変
化
が
激
し
い
こ

と
を
説
明
。
そ
の
後
宇
宙
飛
行
士
の
活
勁
や

{
J
宙
で
の
食
事
の
様
子
な
ど
が
、
映
像
を
交

え
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
卜
野
さ
ん
の
講
演
に
続
い
て
、
和

歌
山
大
学
が
制
作
し
た
小
惑
岸
探
査
機
「
は

や
ぶ
さ
」
の
活
動
を
紹
介
し
た
映
圃
が
上
映

さ
れ
、
阿
肋
に
「
は
や
ぶ
さ
」
が
打
ち
上
げ

ら
れ
て
か
ら
現
在
に
到
る
ま
で
、
そ
し
て
今

後
の
地
球
帰
還
ま
で
の
一
連
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
、
和
歌

111大
学
観
光
学
部
の
吉
仕
千
曲

紀
研
究
員
よ
り
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
宇
宙
開
発
事
業
に
つ
い
て
講
演

講
演
「
宇
宙
と
宇
宙
開
発
」

串
本
町
役
場
木
庁
舎
を
訪
れ
、
田
嶋
町
長

ヘ
受
賞
の
報
告
を
す
る
西
田
さ
ん
（
上
）

西
田
さ
ん
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
船
大
工
道
具

の
目
録
が
、
田
嶋
町
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し

た
0

（左）

西
田
繁
三
さ
ん

(88歳
古
座
）
に

地
域
伝
統
文
化
功
労
者
表
彰

伝
統
文
化
の
活
性
化
に
尽
力
す
る
な
に
わ
た
り
、
河
内
祭
の
伝
承
・
古
座
獅

ど
、
地
方
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た
方
子
舞
の
後
継
者
の
育
成
等
に
貢
献
し
、

に
対
し
て
、
財
団
法
人
伝
統
文
化
活
性
地
域
の
振
興
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ

化
国
民
協
会
が
表
彰
す
る
、
平
成
21
年
ま
し
た
。

没
地
域
伝
統
文
化
功
労
者
表
彰
の
伝
達
ま
た
こ
の
度
、
船
人
上
と
し
て
第
万

式
が
、

3
月
2
H
、
和
歌
山
県
教
育
委
福
竜
丸
の
迅
船
に
も
携
わ
っ
た
山
田
さ

貝
会
で
行
わ
れ
、
古
座
の
四
田
槃
二
さ
ん
が
、
使
っ
て
い
た
船
大

t
道
貝
を
町

ん
が
受
宜
さ
れ
ま
し
た
。
へ
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

和
歌
山
県
で
こ
の
表
彰
を
受
賞
さ
れ
寄
贈
さ
れ
た
大
上
遥
具
は
、
今
後
聞

た
の
は
西
田
さ
ん
が
初
め
て
で
す
。
催
さ
れ
る
平
和
資
料
屎
で
展
―
小
さ
れ
る

西
田
さ
ん
は
、
昭
和
28
年
に
ー
ロ
座
獅
予
定
で
す
。

子
舞
保
存
会
に
人
会
。
そ
の
後
70
年
余

駅
伝
大
会
の
結
果
を
報
告

串
本
町
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
チ
ー
ム

2
月
2
1
H
に
和
歌
山
市
で
開
催
さ
れ
た
、
「
第
9
回
市

町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会
」
へ
参
加
し
た
串
本
町
の

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
チ
ー
ム
が
、

3
月

2
nに
串
本
町
役
場
を

油
れ
、
田
嶋
町
長
へ
大
会
粕
果
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

今
lnl
の
大
会
で
駅
伝
チ
ー
ム
は
、
過
去
最
高
の
成
紹
と

な
る
15
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

ま
た
、

8
区
を
走
っ
た
存
古
穂
乃
香
さ
ん
（
串
本
中
学

校
3
年
生
）
は
、
似
間
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
す
ば
ら
し

い
成
禎
を
残
し
ま
し
た
。

田
嶋
IBJ
長
は
「
す
ば
ら
し
い
成
績
だ
と
息
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
来

年
も
さ
ら
に
顧
位
を
ー
げ
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

⑪広報くしもと 2010.4 広報くしもと 2010.4
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みんなで支えあう“介護保険'’
～サービスの利用の仕方②～

【第3回】

（サービスを利用したときの料金は？

苔
在宅サービスは、ひと戸のサービスが支給限度額（下表）内なら、自己負担は l割です。

要介護状態区分 1要支援lI要支援21要介護lI要介護21要介護31要介護41要介護5
支給限度額（円） 49, 700 I 704, DOD I 165, 800 I 194, 800 I 267, 500 I 306, DOD I 358, 300 

＇ 介護サービスは原則 1割の自己負担で利用できます。 1

（

柏

木

清

次

高

富

田

中

友

美

子

大

阪

市

(l割の自己負担額が高額になったときはつ

苔i
ひと月の利用者負担の合計（世帯内で複数の方がサービスを禾1」用した場合は合計）が、上

限額（下表）を超えたときは、その超えた額を後El払い戻しします。

>
高額介護（予防）サービスによる払い戻しがあります。 1

利用者負担段階区分
上限額（円）
（世帯合計）

■一般世帯 37,200 

■住民税世帯非課税 24,600 

●合計所得金額及び課税年金収入額の合計が80万円以下の方
イ固人※ 15,000 

●老齢福祉年金を受給されている方

■生活保護を受給されている方 個人※ 15,000
■和用者負担を15,000円に減額することで、生活保護の受給者とならない場合 15,000 

※は、世帯単位ではなく個人単位の上限額となりま寸。

（介護保険と医療保険の利用者負担が高頷になったときは？ ））

抄 1 高額医療・高額介護合算制度による払い戻しを受けられます。 I

7年間(8月～翌年7月）の介護保険と医療保険両方の利用者負担が高額になり、介護保険
と医療保険それぞれの月額限度額を適用後、下表の限度額を超えたとき（平成20年4月か
ら7月の間に対象となる負担がある場合は、平成20年8月～平成27年7戸陛での分と合算
して（）内の限度額を適用する場合があります。）は、その超えた額を後巳お支払いします。

【支給対象となる方は医療保険窓口への申請が必要です。】

■70~74歳の方 ■後期高齢者医療制度加入者
所得区分 限度額

現役並み所得者 67万円 (89万円）

般 56万円 (75万円）

低所得者[] 37万円 (47万円）

低所得者[※ 79万円 (25万円）

※世帯で複薮の方が介農（介證予防）サービスを利用された場合は、医療保険からの支給は

上記表どおりの算定基準額で計算され、介護保険からの支給は別速設定された算定基準額

の、世帯で37万円 (47万円）で計算されます。

■70歳未満の方
所得区分

上位所得者

般

住民税非課税者

限度額

126万円 (168万円）

67万円 (89万円）

34万円 (45万円）

※1ム祁への掲蔽を希望されない方は、届出の際に窓nにお中し出くださいc

谷

端

純

神

野

川

:i川
志

保

新

宮

市

／ 

廿l直
本野

慎友

希和

打串

ff1本

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

名

村

じ

滋

立

U

.

―
大

は

る

ざ

古

田

陽

輝

翼

り
ょ
う

雑

質

諒

玲

彦

じ
ょ
う
い
ち
ろ
う

下

田

穣

一

朗

健

斗

き
ょ
う
す
け

平
JI

恭

輔

庄

は

る

と

平

松

悠

叶

憲

太

浦

木

閏

花

源

そ

中

山

葵

窄

忠

こ

う

え

、
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＇串本町ふるさとのまちづくり応援基金ヘ・

寄付をいただきました。

束京都壁島区在住の小）1|愛美様よリ「串

本町ふるさとのまちつくり応援基金』に対

し寄付をいにだきましに。こ厚意に深く感

謝申し上げますとともに、いたたきました

寄付は有効に活用さ已ていににきます。
L _______________________  _ 
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：（農地を相続したら届出を！ ）！

： 平成27年72月75日に施行された「改正 i
；農地法」で、相続等により農地の権利を i
；取得した場合の届出が義務付けられまし i
：た。届出の用紙は、農業委貝会事務局及 i
：び役場住民麒窓口にありますので、こ｀言已 i
：入のうえ農業委員会事務局へこ提出くだら

：さい。詳しい内容については、腰業委員［

；会事務局までお尋ねください。 ら

《お問い合わせ先》

；串本町役場産業振興課内

！串本町農業委員会

；合0735-62-0558 I 

こ
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
4
月
号
「
い
つ
ま
で
も
お
幸
せ

に
」
欄
3
行

11
の
お
名
前
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

正

中

村

公

一

古

四

富

誤

中

松

公

一

靡

宮

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、

深
く
お
詑
び
巾
し
卜
げ
、
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

(2月受付分敬称略）

稗

田

真

太

郎

（

浅

田

恵

埋

四串

向本

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

／ 

石士
田井

和哲

代夫

中中

汝汝

雑北寺城
賀浦此

美武きミ
佐ぬツ
了・久江ノ
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FR西田中

並~向）息湊

II ．． -気象庁では、これまで地域ごとに梵表していた気

象咎報・ it意報を巾町村ごとに発衣します。発大単
位を細かくすることで、注慈警戒が必要な地域を絞

り込んで発表することができます。

■お問い合わせ先 ぐ
：？匹：門竺＿じ言:!~ ¥望
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保健センター 4月の行事予定は下記のとおりです。
※健診等についてのお山し込み•お問い合わせは、
探健センター（ff0735-62-6206) まで。

［成人関係l
健康相談

日 時 塩所 内 容

4月8日（木） 保健センター l歳6ヵ月児及ぴ
73 00~13 30 2階 2歳6ヵ月児社診
4月15日（木） 保健センター 3歳6ヵ月児性診73 00~13 30 2階
4月22日（木） 保健センター 4ヵ月児健診＆
73 00~13 30 2階 BCG接種
4月22日（木） 保健センター 6ヵ月児性診73 30~74 00 2階

乳幼児予防接種

実施日 受付時閥 会 場

4月l日（木） g:30-10・30 湖岬公民館

4月12日（月） 13:00-14・30 保健センター2階

l3:00~14.00 伊串多目的集会所
4月28日（水）

14.30-15 30 酉向多目的集会所

※誰でもお気軽に会楊へお越しください。

(lilll_L測定や健康についての相談を受けております）

献血

日時

4月14日（水）
10:00-16:00 

塩 所

町立文化センター駐車塙

［乳幼児関係】
乳幼児健診（健診対象者には個別に通知します。）

日時 内容

4月2El（金） MRIII期（麻し
12 40~ 13 lO ん風しん混合）
4月5ヨ（月） MRIII期（麻し）
12 40~ 13 lO ん 産しん混合）
4月6日（火） MRIII明（麻しI
12 40-13 lO ん塁しん混合）
4月7日（水）

ポリオ12 40~ 13 lO 
4月12日（月）

ポリオ12 40~ 13 lO 
4月13日（火） 三種混合
13 10~13 40 1期初回
4月14E3（水）

ポリオ13 10~ 13 40 
4月20日（火） MRil期（麻し）
13 10-13 40 ん産しん混合）
4月21日（水）

ポリオ12.40-13. lO 
4月22E3（木）

BCG 13 00-13 30 

各種教室

日時及び内容

4月13日（火） 10DO~ 
ひよこひろば
(6ヵ月児～1歳児対象）

4月16日（金） 10DO~ 
ちひっこひろば
(2歳児～3歳児対象）

4月28日（水） 1330~ 
マタニティー教室（前期）

※-.釉混合・ポリオのf防該
秤対象は 7歳69月,!.i如）
方です,(-.f貞混合 l期初同
は20~56Hの問際で3回桜
柚します』
※MR（麻しん・風しんlli合）の
接釉対尿はll期 (5坂～7
汝末油て小学校就学前の l
年即：幼稚固・保有iliの年
及の方）、m期（中学 1年止）
※予防扱種ひろば・教至の会
場は保健センター 2階です，

r--------------------------―̀‘ 
疇面l- 昆吾涌防．接種＇糾h —~-
過去にlD代・ 20代を中心とした年齢層で麻しんが流行し、社会的問題となりました。そ
のため、国は麻しん排除計画を策定し、平成20年4月より、麻しん・風しん混合予防接種
の 3 期• 4期が定期予防接種に加わりました。対象者は以下の通りです。

対象となる方には、 1固別に案内します。 MR4期については7月頃を予定しております。

対象者 接種万法 接種時期

中学1年生相当（第3期） 集団接種
4月2El・ 5日・ 6日

平成9年4月2日～平成lO年4月1日 （保健センター）

高校3年生相当（第4期） 町内医療機関
7月～9月頃（予定）

平成4年4月2El～平成5年4月1日生まれ 個別接種

※上記は公費で接種できます。接種機会を逃すと、全額自己負担での接種となります。

アレルギーのある方や身体上の理由等で集団接種できない方（かかりつけ医での接種が必

要な方）は俣健センターにこ相談ください。

■お問い合わせ
串本町地域保健センター n 0735-62-6206 

I 9̀―--------------------------9 
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（後期肩譜餞鏑医療f剰啜醗蕊⑩お知
、-------------------------------------------------------
■平成22年度の特別徴収（年金天引き）は4月より開始。
〇仮算定： 4月.6月.8月 0本算定： 10月・ 12月・ 2月

■平成22年度の普通徴収（口座振替・納付書での納付）は7月より開始。
〇普達徴収の対象となられた方は、 4 月． 5 月• 6月の納付はありません。
涌知等も7月はじめに送付させていたたきま寸。
07月から翌年の 3月まての9回で納めていただきます。

※本算定以降では、所得更正等により併徴（特別徴収・晋酒徴収両方）となる

場合が可）ます。
、＿＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ノ

------------------------------------------------------―̀ ■保険料率の改定について
後期高餘者医療制度の保険痒は 2年ごとに改定することとなっています。この
度、和歌山慄後期高齢者医療制度の平成22・ 23年度の保険鬼が決定しましtこので
お知らせしま寸。なお，破保険者の方々への通知は所得眸が確定したのち、 7月
中ごろに保険料額決定涌知書を送付させていただきまり。

【保険料率（年額）】

平成22・ 23年度 ： 均等割42,649fil 所得割率7,91%
※平成20・ 21年度は均等割43,375fil 所得割率7.92%

【保険料の算定】

保険料[1 OOfil未満切捨て］ ＝ 均笛割額 ＋ 所得割額
《均等割額》

被保険者全員の方に定額て負担していたたきま寸。ただし、所得の少ない世帯に

属する方や被用者保険の被扶養者てあった方については、軽減されます。

＊世帯の所得に応じて9割， 8割5分 5割， 2割を軽減。
《所得割額》

被保険者ご本人の所得により異なリます。

＊住民税非課税のような所得の少ない方は、 5割を軽減。
（年金収入て153万円から211万まて）

：ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここ

： ■高額医療・高額介護合算制度について
： 介護サーヒスの利用料と医療費の自己負担額の合計か高額になった場合、定めら ： 

：れだ限度額を超えた分が申頑により支給されます。限度額等詳しくは、 13ページに：
l 記戯の「みんなて支えあう“介護保険’'（第3回）」の］に記戴していますのて、ご l

｛参蕉くにさい。
、__ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ -’ 
◎お問い合わせ 串本町役場住民課長寿（後期高齢者）医療係

合 0735-62-0561

広報くしもと 2010.4 ⑭ 
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連絡先

串

古

学

生

串

保

お
知
ら
せ
＆
行
事

串本町役場本庁舎

(TEL62-0555) 

串本町役場古座分庁舎

(TELワ2-0081)

本病院
(TEL 6 2-0 6 3 5) 

座川病院
(TELワ2-0280)

校教育課
(TEL 6 2-6 0 6 6) 

涯学習課

(TEL 6 2-0 0 0 6) 

本町図書館

(TEL 6 2-46 5 3) 

健センター

(TEL 6 2-6 2 0 6) 

町内放送案内
（翌 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス

httpJ/www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアドレス（代表）

kikakuzaisei@townkushimoto.wakayama.jp 

～平成22年度地上デジタル放送受信機購入助成制度～

概 要

串本町では、平成23年 (207l年） 7月24日までに実施される地上デジタルテレビ放送の完全移
行を踏まえ、低所得者世帯、障害者世帯が地上デジタルテレビ放送を受信するために必要なテレ

ビなど受信橙の購入を行った場合、その費用の一部を助成します。

助成の対象となる方

地上アナログ放送を視聴している世帯のうち、受信機購入を行ったE3に、次の要件に該当する
世帯が対象です。

l 対象機器を購入する年度（当該年度の課税が確定していない場合は前年度）の住民税が非課
税の世帯であること。

2. N日K受信料全額免除対象世帯でないこと。
※ N日K受信料全額免除対象世帯については、総務省の受信橙腸入等支援事業により、プユー
ナー等の無倶給付の対象であるため、この助成の対象にはなりません。

町税を滞網していないこと。

助成の対象となるもの

各世帯で地上デジタル放送を視聴するために必要な最低限度の機器（テレビ、チューナー等）

を購入するにめに要する費用の一部が対象となります。

※地上テジタルチューナー及び地上テジタルチューナー内蒙のテレビや DVDレコーダー等
の機器購入にかかる費用が対象となります。

※地上デジタル放送対応のアンテナの購入については対象となりません。

※既に地上了ジタル放送対応のチューナーが内蔵されたフレビおよびDVDレコーダー等の
機器を設置し、デジタル放送に対応している場合、 2台巨以降の地上デジタル放送を視聴
するための機器の整備については、対象となりません。

助成の内容

〇助成対象機器の購入にかかった費用（消費税を含む）を補助します。

(5000円以上の場合は5000円、 5000円に満たない場合はその金額）
〇助成は世帯で一回限りです。

3
 

2
 

領収書 (::Jピー可） 3 N日K受信粘を支払っている

助成金申請の手続

l.機器を購入し、領収書を用意（領収書の宛名は申諸者又は同一世帯の方に限ります。）

「購入者の名前・機器の名称・購入年月ロ・購入金額・霜気店名」が明記の領収書

2.申請手続き
（l)必要な書類，．． l 申請書
ことが確認できるもの。

※窓口で申請書類を記入する場合は、印鑑と振込口座の確認できるものもこ用意ください。

(2)申請方法， 9,役場窓口にて申請手続きをしてください。郵送による申講も可能です。

（必要書類に記入・押印のうえ、封筒に入れてください。）

郵送先 〒649-4192 串本町西向359
串本町役場総合業務課地デジ受信機設臨助成担当

3.交付決定適知書を送付
申請内容を確認し、交付を決定した場合は、交付決定通知書を郵送します。

4.指定口座に助成金を入金

こ指定いただいた銀行口座に助成金を振り込みます。（多少日数がかかります。）

⑰広報くしもと 2010.4 広報くしもと 2010.4 入◎
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4国国国口国国
日曜 行車内容（時間） 場 所 主笞課等

8木 人権行政柑談 串本町役場 住民 課

(13 30-15 30) 占座分庁舎

15木 行政相談 古座裡祉センター 住民課

(13 30-15 30) 

22オ 人権行餃相談 二色多目的集会所 住民課

(13 30-15 30) 

額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
牛
活
保
設
払
の

適
用
を
受
け
て
い
る

h
、
身
体
防
害
者

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
朴
手
帳
及

び
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

は
、
利
用
料
が
3
0
0
円
（
小
人
は
1

0
0
円
）
減
額
さ
れ
ま
す
。

新
規
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
山
手
叩
が

必
要
と
な
り
、
巾
語
の
受
付
は
、
役
場

窓

nで
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

串
本
町
役
場
介
画
財
政
諜

60735

—

62

—

0556 

4
月
1
H
に
始
ま
る
「
子
ど
も
手
当
」

の
T
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
平
成
2
2
年
4
月
1
日
現
在

て
手
続
き
が
必
要
な
方

0
児
箪
千
当
を
受
け
て
お
り
、
新
中
学

2
年
生
か
3
年
生
の
子
ど
も
が
い
る

世
幣

〇
児
箪
了
当
を
受
け
て
お
ら
ず
、
子
ど

も
が
新
中
学
2
年
生
か
3
年
牛
の
み

の
世
骨

0
所
得
制
限
等
に
よ
り
兒
童
手
当
を
受

け
て
い
な
い
世
四
JIJ

て
手
続
き
が
不
要
の
方

田

今
月
の
納
税

了

税

目

0
国
民
健
康
保
険
税

(
1
期
・
仝
期
）

0
介
護
保
険
料

(
1
期
・
仝
期
）

▼
納
期
限

4
月
30
日
（
金
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

汰
律
に
よ
り
年
率
1
4
.
6
％
の
延
滞

令
が
か
か
り
ま
す
。
納
税
は
お
早
め

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役

場
税
務
諜
へ
。

..・-・-・-・-・-・-、-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-・-メルハバIトルコ．／2010
- -———~ ~ --~ --~ ~ --~ --~ ~ --~ --- --- -———~ ~―ー~ー―~~―ー~ー―~~―ー~

イメージ

2010年は日本卜）レコ両国友好の礎を築いたトル

コ室艦エルトゥール）レ号遭難から、 120年の節目の
年に涜たリま汀。タト務省ては同年を rトルコにお

ける日本年と定め、 卜）レコ国の姉妹都市メルシ

ン市ではエルトゥー）レル号の慰室式典か予定され

ています。 2010年8月30日（月）～ 9月6E3（月）の
期園で、 ド）レコを観光しなからメルシン市での式

典に巷加しまビんか。本交流事業につきましては

串本lllJホームペーシをご巽いだたくか、下記まで
お肉い合わせください。

■お阿い合せ■
日本卜）レコ友好120周年等事業実行委邑会事務局

f.10735-62-0555 

【広告］町収入の一部とす忘ため有料広告を掲載しています。

令年の火災・救急件数
-3月1日現在一

火災件数

建物 1件

林野 1件

その他 釘牛

合計 4f牛

救急件数

交通 1 5件

急病 135件

その他 55件

合言t 206件

火災のない住みよい豊かな町づくり

i 串本町議会録画放送のお知らせ i 
: 4月72口（月）より 3口間の予定で、 ZTV:
： にて第 l匝定例会一般質問の様了を録画放：
： 遂しま寸。どうぞ皆様こ覧ください。 ： 

： なお、日程につきましては Z丁V5chの i： 又字放送をご覧ください。
: 0證会事務局と総務課にてDVDの貸出も行 ： 
： っていまgのでこ利用ください ・

串本町議会事務局 ： 
............................................................ 

編集

後記

0
児・＂翌
J

当
を
受
け
て
お
り
、
子
ど
も

が
0
歳
か
ら
新
中
学
1
年
生
ま
で
の

肌
帯

＊
今
loi
は、

9
月
3
0
H
ま
で
に
手
続
き

を
す
れ
ば
、

4
月
分
か
ら
文
給
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
転
人
・
転
出
、
出
生
、

離
婚
等
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
手
続
き

が
必
要
で
す
。

＊
新
た
に
手
続
き
が
必
要
な
世
俗
に
は

申
年
叩
古
類
を
お
届
け
し
ま
す
。

(
4

月
下
旬
）
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で

の
巾
主
叩
と
な
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
保
健
福
祉
課
児
市
福
祉
係

60735

—

62

—

0562 

3
月
3
1
H
よ
り
平
成
2
2
什
度
水
質
検

査
計
画
を
串
本
PIJ
役
場
古
座
分
庁
舎

（
旧
古
座
町
役
場
）
の
水
道
課
に
て
開

示
し
て
い
ま
す
の
で
、
閲
乱
を
希
睾
さ

れ
る
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

串
本
町
役
場
水
道
課

6
0
7
3
5
1
7
2
_
0
0
8
2
 

私
た
ち
は
突
然
、
怪
我
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
怪
我
や
病
気

の
中
で
最
も
緊
急
を
要
す
る
も
の
は
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

で
す
が
、
そ
は
に
居
合
わ
せ
た
人
に
よ
る
救
命
処
置
に
よ
り
、
救
命
率
が
高
く
な

り
ま
す
。
最
近
で
は

A
E
D
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
を
一
般
市
民
の
皆
様
も
使
え
る
一

ょ
う
に
な
り
、
よ
り
一
層
救
命
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
族
、
友
人
）

を
救
う
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
知
識
を
持
っ
て
お
き
ま
(

し
ょ
う
。

＿璽
麗
麗
塵
霊

①
反
応
を
確
認
す
る
↓
反
応
無
し
↓
助
け
を
呼
ふ

(
l
l
9
番
通
報
•
A
E

D
の
手
配
）

②
気
道
の
確
保
，
呼
吸
の
確
認
↓
呼
吸
し
て
い
な
い
↓
人
工
呼
吸

③
函
骨
圧
迫
30
回
，
人
工
呼
吸
2
回
を
繰
り
返
す
↓

A
E
D
の
装
着

*
(
A
E
D
は
到
着
し
だ
い
装
着
）

④

A
E
D
の
操
作

必
要
が
あ
れ
ば
雷
気
シ
ョ
ッ
ク
を
1
回
行
い
、
そ
の
後
胸
骨
圧
迫
30
回
・
人
工

（

呼

吸

2
回
を

5
サ
イ
ク
ル

(
2分
間
）
行
う
。
こ
れ
ら
を
く
り
返
す
。

)
＊

A
E
D
の
使
用
（
雷
気
シ
ョ
ッ
ク
必
要
の
有
無
）
に
つ
い
て
は
、

A
E
0
本
体

」

よ

り

2
分
こ
と
に
指
示
が
で
る
の
で
、
指
一
応
に
従
い
行
う
。

(
◎
こ
れ
ら
の
手
順
は
成
人
に
対
し
て
の
方
法
で
あ
り
、

一
了
ど
も
や
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
は
多
少
変
わ
っ
て

一
き
ま
す
。

詳
し
く
知
り
た
い
万
や
講
習
会
を
こ
希
望
さ
れ
る

方
は
串
本
消
防
薯
ま
で
「
」
連
絡
く
だ
さ
い
。

目
の
前
の
命
を
救
え
る
の
は
あ
な
た
で
す
。

■お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
消
防
箸

6
0
7
3
5
|
6
2
_
o
l
l
g

古
座
消
防
署

6
0
7
3
5
_
7
2
_
o
l
l
g

心
肺
蘇
肇

広
報
の
担
当
に
な
っ
て
か
ら
も
う
3

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
担

当
に
な
る
以
前
は
、
ほ
と
ん
ど
縁
の
無

か
っ
た
写
真
撮
影
や
印
副
物
の
レ
イ
ア

ウ
ト
・
記
中
の
作
成
等
で
す
が
、
今
で

は
す
っ
か
り
恨
れ
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
ま
た
最
近
は
、
こ
れ
ら
の
知
識
・

技
術
は
意
外
と
他
に
も
活
用
で
き
る
機

会
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
始
め
、
仕
事

以
外
に
も
写
真
搬
影
や
印
刷
物
の
作
成

等
で
人
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
機
会
も
あ

り
、
個
人
的
に
も
祈

し
い
梨
し
み
を
見
出

し
て
い
ま
す
。

(
T
)

⑲広報くしもと 2010.4 広報くしもと 2010.4 入む
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平
成
2
2年
4

月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
和
歌
山
県
串
本
町
役
場
企
画
財
政
課

〒

6
4
9
,
3
5
9
2

和
歌
山
県
東
牟
雲
郡
串
本
町
串
本
1
8
O
O
T
E
l
(
0
7
3
5
)
6
2
ー
0
5
5
6

「狂犬病予防注射」と「犬の登録受付」を下記の日程で実施します。

狂犬病予防法により、生後91日以上の犬には登録と狂犬病予防注射が義務付けられていますので、
必す受けてください。なお、当日都合の悪い場合は動物病院で注射を受けてください。
（登録と、鑑札及び注射済票の交付は動物病院では行っていませんので、役場へ申請してください。）

4月13日（火）
9: 30~ lO: lO 前地総合センター
lO : 20~ lO : 40 和深公民館
lO : 55~ ll : 15 安指漁港・瀬戸渡船様側入り口
ll : 30~ ll : 50 田子橋
13 : 00~ 13 : 15 江田集会所
13 : 30~ 13 : 55 田並公民館
14 : 10~ 14 : 30 串本西中学校体育館裏
14 : 45~ 15 : 15 有田公民館

4月14日（水）
9: 20~ 9: 45 峰地コミュニテイセンター
lO : 00~ lO : 25 漁協須江支所
lO : 40~ ll : 05 樫野崎駐車場
ll : 20~ ll : 45 樫野青年会館
13 : 00~ 13 : 30 大島開発総合センター
13 : 45~ 14 : 05 漁協大島支所
14 : 30~ 15 : 00 橋杭漁港

4月15日（木）
9: 00~ lO: 15 老人憩いの家
lO : 30~ ll : 45 串本町役場第一庁舎
13 : 00~ 13 : 30 閲冨ラーメンたきや様付近
13 : 45~ 14 : 20 二色区民集会所
14 : 40~ 15 : 00 サン•ナンタンランド駐車場

4月16日（金）
9: 00~ lO: 15 潮岬公民館
lO : 30~ ll : 15 平松コミュニテイセンター
ll : 30~ 12 : 00 萩尾塔石集会所
13 : 15~ 13 : 45 出雲消防屯所
14 : 00~ 14 : 30 ふれあいの家（権現）

4月21日（水）
9: 30~ lO: 00 佐部集会所
lO : 15~ lO : 45 上田原寺の付近
ll : 00~ ll : 30 田原支所跡駐車場
13 : 00~ 13 : 30 古座ヴィラ
13 : 45~ 14 : 15 漁協津荷支所

4月22日（木）
9: 30~ lO: 00 古座青年会館前
lO : 15~ lO : 45 中湊コミュニテイセンター
ll : 00~ ll : 30 古田青年クラブ前
13 : 00~ 13 : 30 新宮保健所串本支所
13 : 45~ 14 : 30 上野山保育所付近児董公園横

4月23日（金）
9: 10~ 9 : 20 姫川 竹田敬一様宅付近
9: 30~ lO: 00 姫駅前
lO : 15~ lO : 45 伊串集会所前
ll : 00~ ll : 30 神野）1|プール横
13 : 00~ 13 : 45 串本町役場古座分庁舎

誓犬は引きひも（リード）をつけて散歩させ、

フンは必す持ち帰って始末しましょう。

誓首輪には鑑札・注射済票をつけ、

いはやめましょう。

誓ペットは愛情を持

って、最後まで飼

育しましょう。

放し飼

＊手数料＊

登録手数料
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新規登録と注射

注射のみ

3,000円

注射料金

2,570円

2,570円

注射済票
交付手数料

550円

550円

合 計

6,120円

3,120円

．．串本町防災行政無線放送電話案内サ-ビス電話番号■•
天候の具合で町内放送が聞き取りにくい時や、「もう一度放送を聞きたい」といった経験はありませんかつ

そんなときは、この番号に電話をかけてみてください。町内放送の内容を聞くことができます。（通話料無料）

合 0」1|12£Q-92a-649l
【広告】町収入の一部とgるため有料広告を掲載していまg。

古座町役場



